
しゅくはくりょこう  お 

宿泊旅行を終えて… 

２０１５．２．１０ 

きね川福祉作業所内の日々の出来事を毎月お伝えします。 

 

 

きね川日記 
２０２４．６．１０ 

 先日、今年度の宿泊旅行を無事に終えることができました。利用者の皆

さんの中には、旅行の余韻に浸っている方もいれば、早くも｢来年はどこに

行こうか」と、もう話をしている方もいらっしゃいます。 

 旅行の詳細は、広報誌『ゆりかもめ』にてお伝えすることとしますが、

今回は、宿泊旅行を企画・実施してみて思ったことを綴ります。 

  

 円安や物価高、インバウンドの影響を受け、行く先々で出会う外国人旅

行者の多さにビックリしてしまいました。また、様々な物の値段が上がっ

ており、宿泊費も大きく値上がりしています。コロナ禍の影響で宿泊施設

の職員も離れたまま戻ってこられず、廃業したり、団体客の受入が困難に

なってしまい、取り止めた旅館なども多くあるそうです。 

 さらには「2024年問題」でバスの運行にも制限が掛かり、遠くへ旅行

することが難しくなってくるなど、今後の旅行のあり方に影響を及ぼして

くるのでは？と感じています。限られた資源の中で「行ったことのない場

所へ」という考えのもと旅行を企画・実施していくことの困難さが想像で

きます。そして、利用者の高齢化問題もこれに拍車を掛けるでしょう。 

 ただ、宿泊旅行を楽しみにして、実際に旅行を満喫している笑顔に触れ

た者として、その期待に応えられるように利用者、家族、業者の皆様方々

にご相談させていただきながら知恵を絞って、これからも企画・実施に携

わって行きたいと考えています。(臼田) 
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